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A case of transitional cell carcinoma of the bladder in a 18-year-old female is presented. 

Cystoscopic examination revealed a papillary tumor on the left lateral wall. Histopathology of the 

excised tumor showed transitional cell carcinoma， G 1 > 2フpTla. Recurrence has not been observed 
for about 1 yearラ afterintravesical pirarubicin therapy. 
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緒日

20歳未満の若年者に発生する勝脱癌は稀な疾患であ

る.今回，われわれは18歳女性の勝脱移行上皮癌を経

験したので文献的考察を加えて報告する.

症 例

患者:18歳，女性

主訴:下腹部不快感

既往歴:17歳時に女児出産.他に特記すべきことな

し喫煙腔はなかった.

家族歴:特記すべきことなし

現病歴:1998年8月頃から下腹部不快感出現.近医

内科での超音波検査にて勝脱腫蕩が疑われ当院紹介と

なった.跨脱鏡にて左側壁に大豆大の非乳頭状広基性

腫傷を認めた.

現症:特記すべき異常所見なし

入院時検査所見:検尿にて赤血球 20-30/hpf，白

血球(-).尿細胞診 class1.排池性腎孟造影では上

部尿路に異常所見なし骨盤部 CTでは筋層への浸

潤は認めなかった.

以上より表在性勝脱腫療の診断にて 9月9日，経尿

道的勝脱腫蕩切除術を施行した.

組織学的所見:移行上皮癌， G1 >G2， pT1a (Fig. 

術後経過:術後の経過は順調でテラルピシン 10

mg+シタラピン 100mgの勝脱内注入療法を週 l回，

8週間行った.術後約 l年経過するが，再発なく経過

している.

(Acta Urol. Jpn. 45: 711-712ラ 1999)

Fig. 1. Histopatho1ogica1 finding (H.E. X 200) 
Transitional cell carcinoma G 1 >2う
pT1a. 

考 察

20歳未満に発生する勝脱癌は稀で，本邦では自験例

を含め35例が報告されている1) J avadpourら2)は20

歳未満の発生頻度は0.4%，市)11ら3)は0.5%と報告し

ている.当院では1978年の開院以来上047例の勝脱痛

を治療しているが20歳未満の症例は本症例が初めてで

あった.男女比は本邦報告35例では19: 16であり，成

人の勝目光癌の男女比3.5: 1とは異なり，若年者では

男女の較差が少ないことが特徴である.

本邦で報告された20歳未満の跨脱癌の主訴は35例中

31例が血尿であり，そのうち28例が無症候性であっ

た.時脱癌の場合勝目光鏡により確定診断されることが

多いが，若年者の場合跨脱鏡を敬遠することも多く，

初診から診断までに時間を要した例も報告されてい
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あった.る4) 腹部超音波検査は簡便，非侵襲的でもあり，若

年者の場合でも血尿が持続する場合には跨統痛を疑い

積極的に施行すべき検査であると思われる.

本邦報告例の35例のうち腫擦の形状の記載が明らか

な31例の検討では，単発24例 (77.4%)，多発7例

(22.6%)であった.病理組織学的には移行上皮癌が

30例 (85.7%)であり，異型度については Glが16例

(55.2%)， G2が12例 (41.4%)，G3はO例であっ

た.また深達度については記載の明らかな22例中 l例

で筋層浸潤を認めている.一般に若年性跨枕癌は低悪

性度，非浸潤性，予後良好と言われている5) しかし

朝倉ら6)は若年性跨脱癌は DNA叩histogram上 aneu-

ploidの出現を認める症例もあり，細胞生物学的には

すべてがlowmalignancyではないと報告している.

治療方針については他の年齢層と同様に病期や癌細胞

の悪性度により決定されるべきである7) 本邦では初

発20年後に:癌死している症例がl例8) 再発例が5例

あり，再発予防を含めた経過観察は他の年齢層におけ

る勝脱癌と同様に慎重に行うべきであると

た.
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18歳，女性の若年性勝統癌の l例を報告し，若干の

文献的考察を加えた.本症例は文献上本邦35例目で
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